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１．はじめに 

（１）ビジョン策定の目的 

 日高山脈襟裳十勝国立公園は、令和６年６月 25 日に日高山脈襟裳国定公園とその周辺地

域を含めて新たな国立公園として指定されました。本公園の誕生は、関係する 13 市町村をはじめ、

地域の関係者の長年に渡る努力と熱意が結実したものです。 

 この地域の悲願により誕生した国立公園をより良い姿に磨き上げていくためには、日高山脈襟裳十

勝国立公園が目指す将来像を明確にし、その実現に向けて関係者が連携した取組を進めていく必

要があります。 

このため、関係者が連携する場として「日高山脈襟裳十勝国立公園協議会」を設置し、同協議会

において本国立公園が目指すべきビジョンを明確にするとともに、その実現に向けた管理運営方針及

び具体的な取り組みを定め、これらを計画的に推進するため関係者の役割分担と年次計画を示した

行動計画を本稿において取りまとめるものです。 

 今後、本稿に基づき、ビジョンの実現に向けて関係者が連携した取組を推進することにより、世界水

準の国立公園を目指します。  

 

（２）対象区域 

   日高山脈襟裳十勝国立公園全域を対象とする 

 

（３）日高山脈襟裳十勝国立公園の概要（以下の項目を一つの文章としてまとめる。） 

✓ 自然環境（地形、地質、高山植生、生態系など） 

✓ 歴史・風土・文化 

✓ 利用 

     

２．価値・魅力（以下の項目を一つの文章としてまとめる。） 

✓ 我が国最大の原生地域 

✓ 世界的に極めて稀な形成史 

✓ 貴重な野生動植物の生息・生育地 

✓ 平地からの雄大な山岳景観 

✓ 山岳から海洋までの連続性（生態系、景観） 

✓ 地域住民にとっての原風景 

✓ 地域の生活・産業・文化の源泉（生態系サービス） 

✓ 岳人憧れの山と沢 

 

３．現状と課題 

 （１）保護に関する事項（以下の項目を一つの文章としてまとめる。） 

✓ アポイ岳における高山植物群落の衰退 



✓ アポイ岳におけるヒメチャマダラセセリの減少 

✓ 河川生態系の劣化 

 

 （２）利用に関する事項（以下の項目を一つの文章としてまとめる。） 

✓ 登山の高い難易度（アクセス性、施設の整備状況、安全性） 

✓ 管理が不十分な登山道がある（枝払い、徒渉） 

✓ 利用に伴う環境負荷（野営、排泄行為、踏み荒らし等） 

✓ ヒグマとの遭遇による事故 

✓ 増加が見込まれる外国人利用者への対応 

✓ 資源が十分に活かされていない 

✓ 利用に関する情報が散在 

✓ 一般観光客の立入可能エリアが限定 

 

  （３）管理運営体制に関する事項（以下の項目を一つの文章としてまとめる。） 

✓ 広域的な連携が必要 

✓ 公園施設の維持管理の担い手が不足 

✓ 地域の自然に対する地域住民の関心が低い 

✓ 地域の歴史・文化を継承する担い手が不足 

✓ 公園管理への支援が必要 

✓ 国立公園内のみで利用が完結しない（展望拠点、宿泊拠点） 

✓ 公園区域外の観光施設等との連携による普及啓発が必要 

 

４．時代の要請（以下の項目を一つの文章としてまとめる。） 

➢ 自然共生サイトなどネイチャーポジティブの取組の推進 

➢ 脱炭素、資源循環との連携 

➢ 地域課題との同時解決／地域経済の活性化訪日外国人観光客の受け入れ環境の整備 

 

５．基本理念 

テーマ：〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

~原性の山と森、豊かな海に学び、守り、楽しみながら自然と生きる風土を育てる～ 

 

〇〇から襟裳岬まで南北 150ｋｍに渡る長大な山岳地形と山麓まで続く広大な流域は、多くの

固有種や希少種を含む豊かな生態系を形成し、原生的な優れた自然景観を有しています。特に、プ

レート同士の衝突によってマントル上部から地表まで深さ約 30ｋｍ？のプレート断面が地表に露頭

し、地球内部の様子を知ることができる世界的にも極めて稀な、世界に誇るべく地域の貴重な財産で

す。 



海から山脈の最深部まで連続する本公園は、原生的で荘厳な山岳景観を体感できる貴重な山

岳である一方で、容易に人を寄せ付けない荒々しさが残る厳しい山岳も多く、高い登山スキルが求め

られることから、畏敬の念とともに憧れの対象として多くの登山者を魅了し続けています。 

また、日高山脈の優れた自然環境は、地域の人々の生活・産業の源泉として重要な機能を果た

すとともに、特有の風土や豊かな文化を育み発展させてきました。さらに、周辺の平野部からの景観は、

広大な農地や駿馬が駆ける牧草地と相まって心の原風景として親しまれています。 

この貴重な自然環境を将来世代に継承し、末永くその恩恵を享受できるよう、以下の事項を基本

として関係者が連携して厳正的な保全と適正な利用を推進することにより、世界水準の国立公園を

目指します。 

 

① 自然環境の厳正な保護 

日高山脈襟裳十勝国立公園の最大の特徴である原生性を重視するとともに、地域住民の

生活の源泉としての機能していること、地域住民の心の拠り所となっていること、地域の風土や

文化の形成に重要な役割を果たしていることを踏まえ、末永くこれらの恩恵を享受し続けられる

よう、原生的な自然環境を、その機能や役割とともに厳正に保護する。 

  

② 適正な利用の推進 

日高山脈襟裳十勝国立公園が持つ原生性の高い自然環境や神秘的な雰囲気を損なう

ことのないよう、誰もが同公園の自然的・文化的価値やその保全の重要性を認識するとともに、

山や海への畏敬、感謝、遠慮の心をもって行動するよう適正な利用を推進する。また、利用者

の経験や求める自然体験の内容に応じた利用環境の整備及び管理を推進するとともに、原

生性の高い自然を最大限に活用した質の高い自然体験を提供する。 

 

③ 連携・協働の推進 

日高山脈襟裳十勝国立公園は、陸域面積では我が国最大級の面積を有する広大な国

立公園であることから、関係するそれぞれの地域、そこで活動する様々な主体、これらの主体が

実施している様々な取り組みについて、連携・協働を推進することにより、効率的で効果的な

公園管理に繋がることから、本公園の魅力向上を図るため各地域間、各主体間、各取り組み

の連携を推進する。 

また、日高山脈襟裳十勝国立公園内は一般利用者が利用できるエリアが限定されているこ

とから、国立公園区域外の地域や関係者との広域連携を推進する。 

さらに、脱炭素や資源循環などの他の環境施策や経済施策とも連携を図ることにより地域

循環共生圏の形成に努め、国立公園を支える地域経済の活性化にも寄与することにより持

続可能な地域づくりを推進する。 

 

 



６．ビジョン 

基本理念に基づき、国立公園の厳正な保護及び適正な利用の推進を図るため、本国立公園

が目指す将来像を以下のとおり定めます。 

 

（１） 保護に関する事項 

柱書：原生的な自然環境が維持され、自然からの恩恵を享受し続けられている国立公園 

（以下の項目を一つの文章としてまとめる。） 

✓ 原生的な自然環境が、その機能とともに良好な状態で維持されている 

✓ 原生性が有する自然の荒々しさ、恐ろしさ、畏敬、感謝を体感できる環境やスピリチャルな

雰囲気が維持されている 

✓ 山（森）、川、里、海の生態系や景観の連続性が良好な状態で維持されている 

✓ 地域が自然の恩恵を享受し続けられている（生活・産業・文化） 

✓ 誰もが自然からの恵みを享受し続けられている 

 

（２） 利用に関する事項 

柱書：利用者の技術レベルに応じた利用環境及び自然体験の質が確保されている国立公園

（以下の項目を一つの文章としてまとめる。） 

✓ 利用者が、それぞれの技術レベルに応じて利用の選択ができる環境が整備されている 

✓ 利用施設の整備過多や過剰な管理にならないよう適正に整備・管理されている 

✓ 利用者が、自然の価値や継承の重要性を理解し、定められたルールを守りながら適正な利

用が行われている 

✓ 外国人利用者も利用しやすい環境が整備されている 

✓ 利用者が、原生性を体感し、畏敬や感謝の念の抱くことのできる質の高い自然体験が提

供されている 

✓ 利用者が、自然と人の営みの関連性を体感できる質の高い自然体験が提供されている

（風土、文化・風習、生活、歴史、産業など） 

✓ 利用者が、利用に関する情報を効率的に収集できる環境が整備されている 

 

（３）管理運営体制に関する事項 

柱書：多様な主体が国立公園の管理運営に参画し連携・協働する国立公園 

（以下の項目を一つの文章としてまとめる。） 

✓ 関係者がそれぞれの役割を認識し、相互に連携・協働した取組を推進している 

✓ 保護と利用の好循環が構築され、原生的な自然環境の保護と地域の活性化の相互発展

が実現している 

✓ 地域住民が国立公園に誇りを持ち、主体的に管理運営に参画している 

✓ 利用者など地域以外の人々が原生的な自然環境の保全に賛同し、自主的に国立公園



の管理運営に参画している 

✓ 公園外の地域と一体的に広域連携が図られている 

 


